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初初    

詣 

「
甘
酒
甘
酒
」
な
ど
の
無
料
接
待

無
料
接
待

※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、
峰
翔
会
の
ご
奉
仕
で

　

                        

を
計
画
し
て
い
ま
す

　

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

　

元
日 

御
神
酒
授
与　

正
月
縁
起
物
多
数

一
月
十
四
日（
水
）午
前　

七
時
〜

　

焼 

納 

祭（
ど
ん
ど
焼
）

二
月　
一
日（
日
）午
前
十
一
時

　

節 

分　

還
暦
初
老
祈
願
祭

ご
参
列
希
望
の
方
は
、地
域
に
か
か
わ
ら
ず
お
申
込
み
下
さ
い

平
成
二
十
一
年 

祭
行
事
の
ご
案
内

　

吉
例『
宝
籤
』開
催

た
か
ら
く
じ

春
季
大
祭

四
月
九
・
十
日

家
内
安
全 

心
身
健
勝

商
売
繁
盛 

会
社
隆
昌

男
女
厄
年 

開
運
厄
除

合
格
祈
願 

学
業
成
就

海
上
安
全 

大
漁
満
足

新
年
祈
願 

承
り
中

　

山
内
に
は
五
棟
七

社
の
末
社
（
ま
っ

し
ゃ
）
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
の
佐
々

木
社
は
特
に
京
極

家
の
祖
先
神
で
、
元

禄
十
六
年
（
一
七
〇

一
）
年
四
代
高
之
公

の
時
か
ら
峰
山
藩
邸

内
で
祀
ら
れ
て
い
た

峰
山
藩
京
極
家
ゆ
か

り
の
お
社
で
す
。
明
治
六
年
峰
山
小
学
校
新
築
に

際
し
当
社
へ
遷
座
さ
れ
、
ご
本
殿
よ
り
さ
ら
に
奥
、

現
在
の
古
い
石
塀
に
囲
ま
れ
た
空
き
地
の
あ
た
り

に
鎮
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災
復
興
時
に
は
さ
す

が
に
ご
本
殿
よ

り
上
で
は
な
く
、

八
坂
社
（
祇

園
社
）
と
併
せ

現
在
の
処
へ
再

建
さ
れ
ま
し
た
。

本
社
は
滋
賀
県

蒲
生
郡
の
沙
沙

貴
神
社
で
、
宇

多
天
皇
に
血
脈

を
発
す
る
源
氏

京
極
家
所
縁
の

神
社
で
す
。

震災前の拝殿（左）と佐々木社（右奥）
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『
峯
山
藩
フ
ォ
ー
ラ
ム
』開
催
の
ご
案
内

日  

時　

平
成　

年　

月　

日（
土
）　

時　

分
〜　

時　

分

場  

所　

峰
山
地
域
公
民
館

主  

催　

丹
波（
タ
ニ
ワ
）の
文
化
を
伝
承
す
る
会（
文
伝
会
）

◇
基
調
講
演「
近
世『
徳
川
領
国
』と
峯
山
藩
」

　

 

山
田
洋一
氏（
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
資
料
主
任
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
峯
山
藩
を
語
る
」

　

 

小
山
元
孝
氏（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
主
任
）

　

 

山
田
洋一
氏（
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
資
料
主
任
）

　

 

糸
井　

昭
氏（
郷
土
史
家
）

　

 　

阪
卓
爾　
（
峰
山
京
極
会
代
表
）

　

 

藤
村
淳一
氏（
丹
波
の
文
化
を
伝
承
す
る
会
会
長
）
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氷
雨
の
中
で 

紅 

葉 

祭 

自
衛
消
防
協
力
隊 

発
足 

 

消
防
訓
練 

実
施

　

昨
年
ま
で
に
篤
志
御
奉
納
に
よ
る
拝
殿
前

屋
外
消
火
栓
と
火
災
警
報
装
置
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
、
消
防
設
備
は
整
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
課
題
が
の

こ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
取
り
組
む

べ
く
近
隣
住
民
十
五
名
の
ご
参
加
を
得
て

「
金
刀
比
羅
神
社
自
衛
消
防
協
力
隊
」
を
組

織
し
、
八
月
三
十
一
日
初
め
て
の
消
防
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
峰
山
町
防
災
訓
練
の
実
施
日
で
も
あ

り
、
地
元
七
区
と
の
合
同
訓
練
と
し
、
京
丹
後

市
消
防
署
・
京
丹
後
市
消
防
団
峰
山
南
地
区
の

消
防
分
団
に
も
指
導
協
力
を
得
て
開
催
、
本
殿

火
災
を
想
定
し
、
通
報
・
連
絡
・
避
難
誘
導
の

訓
練
と
消
火
栓
を
使
用
し
て
実
際
に
拝
殿
へ
の

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
後
は
七
区
区
民
を
対
象
と
し
た
消

火
器
使
用
訓
練
を
実
施
、
住
民
を
あ
げ
て
神
社

と
地
域
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
と
し
、

不
測
の
事
態
に
備
え
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
十
日
（
日
）
第
四
回
紅
葉

祭
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
半
か
ら
ご
本
殿
で
の
祭
儀

に
続
き
、
峰
山
よ
さ
こ
い
連
に
よ
る  

よ
さ
こ
い
踊
り
奉
納
、
こ
こ
ま
で
は

も
っ
た
雨
も
十
一
時
か
ら
の
「
バ
ラ
寿

司
」
「
カ
ニ
汁
」
接
待
の
頃
に
は
し
っ

か
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
特

別
神
札
を
授
か
り
接
待
に
預
か
ろ
う
と

長
蛇
の
列
が
で
き
、
峰
雅
会
が
雅
楽
を
奉
納
す
る
な
か
、

寒
さ
に
悴
み
な
が
ら
丹
後
の
冬
の
味
覚
を
堪
能
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
終
日
境
内
で
は
模
擬
店
や
地
場
産
品
の
直
売
・

コ
ッ
ペ
蟹
の
特
売
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
氷
雨
の

影
響
で
大
賑
わ
い
と
ま
で
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
の
御
鎮
座
二
百
年
祭
へ
向
け
て
町
内
を

盛
り
上
げ
て
行
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
祭
り
故
に
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
行
委
員
の
心
意
気
は
高
く
、

例
年
続
け
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
あ

ら
た
め
て
結
束
の
こ
ぶ
し
を
固
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
月
末
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
山
内
の
紅
葉
は
散

り
際
の
風
情
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
週
間
に
わ
た
っ
て
夜

間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
し
、
多
く
の
方
に
お
参
り
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

京
極
家
繁
栄
祈
願
祭
執
行
　

　

昨
年
発
足
し
ま
し
た
「
峰
山
京
極
会
」
で
は
、
十

一
月
七
日
、
旧
峰
山
藩
主
京
極
家
第
十
六
代
当
主
京

極
高
幸
様
寛
子
様
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
、
京
極
家

繁
栄
祈
願
祭
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

特
に
ご
当
主
ご
夫
妻
に
は
当
社
本
殿
で
の
祭
儀
に

参
列
さ
れ
ま
す
の
は
初
め
て
で
も
あ
り
、
創
建
当
時

の
当
主
七
代
高
備
公
が
奉
納
さ
れ
た
青
銅
燈
籠
を
ご

見
学
い
た
だ
き
、
京
極
家
の
祖
先
神
で
も
あ
る
末
社

の
佐
々
木
社
へ
御
参
拝
い
た
だ
く
な
ど
し
ま
し
た
。

祈
願
祭
の

後
は
参
列

に
加
わ
っ

た
会
員
一

同
、
旧
士

族
会
の
共

同
社
一
同

と
の
懇
談

会
を
実
施
、

今
後
の
啓

蒙
活
動
の

展
望
な
ど

話
に
花
を

咲
か
せ
ま

し
た
。

　

八
月
下
旬
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
亀
の
池
」
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
境
内
の
池
の
大
掃
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

池
底
に
堆
積
し
た
泥
を
除
く
作
業
と
、
異
常
に
増
え
す
ぎ
た
外
来

種
の
ミ
ド
リ
ガ
メ
（
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
）
を
駆
除
す
る
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
十
数
年
来
の
泥
の
多
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
ミ
ド
リ
ガ
メ
の

多
さ
に
は
驚
き
で
、
な
ん
と
五
十
匹
を
数
え
ま
し
た
。
心
配
の
種
は

除
い
た
亀
の
行
き
先
で
す
。
川
に
放
せ
ば
自
然
環
境
・
生
態
系

破
壊
、
あ
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
幸
い
篤
志
家
所

有
の
管
理
さ
れ

た
池
に
引
き

取
っ
て
い
た
だ

き
一
安
心
で
き

ま
し
た
。

　

春
ま
で
冬
眠

に
入
る
亀
さ
ん

も
日
本
古
来
の

種
だ
け
で
ゆ
っ

た
り
眠
れ
る
こ

と
で
し
よ
う
。

　

亀
を
池
に
放

さ
れ
る
方
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
種

類
を
お
確
か
め

下
さ
い
ま
せ
。

亀
の
池
　

大
掃
除 

実
施
　

総
代
就
退
任
の
お
知
ら
せ

神
社
総
代
　

平
　

田
　

富
　

義
　

殿

神
社
総
代
　

藤
　

田
　

兵
一
郎
　

殿

神
社
総
代
　

荻
　

野
　

秀
　

忠
　

殿

金
刀
比
羅
神
社
相
談
役
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
日
付

小
　

松
　

通
　

男
　

殿

（
小
松
会
計
事
務
所

所
長
）

松
　

本
　

研
　

二
　

殿

（
峰
山
商
業
開
発
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

　

株
式
会
社
マ
ル
マ
ツ    

代
表
取
締
役
）

金
刀
比
羅
神
社
総
代
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
　


